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■  「日常の中のドラマ展」　森末　由美子

森末　由美子  Yumiko Morisue

1982年生まれ。京都府在住。京都市立芸術大学大学院美術研究科絵画専攻版画

修了。主な展覧会に、「転置」（京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA/ 京都）、NOW 

JAPAN（Kunsthal KAdE / オランダ、「学園前アートウイーク2015」（奈良）、ロイ

ヤルパークホテルザ京都でのコミッションワークなど。



－ 6 － － 5 －

A-Lab
アートラボ

■ 「日常の中のドラマ展」　森末　由美子

Courtesy of Gallery Hosokawa 後藤和恵氏　蔵
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内藤　日和  Naito Hiyori

1989年生まれ。大阪府在住。大手前大学メディア芸術学部卒業。アニメーションを学

ぶ。卒業制作にて、「Uncle and Girl」が2011年 アニメーション神戸デジタルクリエ

イターズ部門　最優秀賞を獲得し、その他国内での受賞歴多数。

■ 「日常の中のドラマ展」　内藤　日和
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■ 「日常の中のドラマ展」　内藤　日和

集大成　原画（2012）

SANTY CM 原画（2010）

Uncle and Girl 絵コンテ（2011）

田能資料館にて

のびのび公園にて

元浜緑地にて

A-Lab にて
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西野　彩花  Nishino Ayaka

1992年生まれ。大阪府在住。京都精華大学芸術学部造形学科洋画コース卒業。 ART 

OSAKA2015、個展「一齣」をDMO ARTSで開催。Young Art Taipei 2016に出

展するなど、アジアでも作品発表をしている。

■ 「日常の中のドラマ展」　西野　彩花
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■ 「日常の中のドラマ展」　西野　彩花

尼崎市大物町　駅付近　店（2016）

尼崎市　住宅付近（2016）

尼崎市　駅付近（2016）尼崎市　高架下付近（2016）
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でもあったように大手前大学でアニメーションを

専攻していて、日常を主体とした作品が多く、風

景というよりも人をメーンにしています。子供と

大人であったりとか、「自分が子供の頃にこういう

こと思ってたよな」「大人になっても子供っぽい部

分とか残ってたりするよな」「大人と子供って見た

目は違うけど中身ってあまり変わってないな」っ

ていう、そういうことが気になって「Uncle and 

Girl」という作品を作りました。

由良　泰人さん（以下　由良）　由良と申します。

先ほど紹介していただきましたが、京都で映像専

門 の ギ ャ ラ リ ー「Lumen gallery」 と い う の を

２年前にオープンして、そこの運営とプログラム

ディレクターという形で関わっています。そこで

はアニメーション作家の水江未来さんや、映画監

督の河瀬直美さんなどの個人制作の作品を中心に

上映しています。また映像を発表する場所として

Lumen gallery を作ったのですが、もうひとつ発

表する機会として「VIDEO PARTY」というイベ

ントを４年くらいやっています。短編映像やアニ

メーションをジャンル問わず応募していただいた

ものを、そのまま上映するというようなイベント

です。その後作品を台湾や韓国などアジア圏で作

品交流という形で上映しています。他には大学で

仕事をしていたりもします。内藤さんから、先ほ

ど大学時代から作り始めてという話が出てきたの

ですが、やはりアニメーションを作るようになっ

たきっかけというのは聞いておいた方がいいかな

と思いますので、子供の時から含めてどんな葛藤

の中で作品が作られているか、その辺のお話を聞

かせてもらいたいなと思います。

内藤　アニメーションを作るきっかけになったの

が、もともと絵を描くことは好きだったんですけ

ど、なんとなく自分の絵に不満を感じていて、そ

んな中、大学進学のときにとりあえず絵でも描こ

うかなっていう気持ちで大手前大学のキャンパス

に入ったんですけど、オープンキャンパスで『コ

マ撮りアニメーションをつくろう』っていう名前

のワークショップをやっていて、そこで試しに描

いたら自分の描いた絵が動くというのが新鮮で。

自分の絵を一枚の絵として見てもあまりおもしろ

くないなって思っていたのが、動いたことによっ

て面白く感じて。

由良　それまでに、パラパラ漫画のようなものを

制作したことはなかった？

内藤　作ったことはあるんですけど、その時あま

りアニメっていうこと自体、意識してなくて。で

もその時にちょうど、画面に出てきて。

由良　画面で見ると違いますよね。

内藤　やっぱり違いますよね。それがすごいしっ

くりきて、それで入ったのがきっかけですね。

由良　学校に入ると、全員がアニメーションをや

るわけではなくて、いろんなことをやってる人が

いたんじゃないですか？

内藤　私の学校では手描きのアニメーションを

やってる人が多くて、最初立体のコマ撮りのアニ

メーションをやりたかったんですけど、授業では

そういうのがなくて、最終的に手描きの方のアニ

メーションに入っていって…って感じですね。

由良　学生時代って何作ぐらい作ってました？

内藤　「Uncle and Girl」は学生時代に作って、

あとは５、６作くらいですね。一番長編が「Uncle 

and Girl」 で ６ 分 く ら い な ん で す け ど、 大 体 が

３０秒だったりとか１分いくかいかないかってい

う作品が多いですね。

由良　卒業制作は「Uncle and Girl」だけじゃな

くてもう一本？

内藤　そうです。奥の方に原画だけ展示してるん

ですけど、「集大成」っていうアニメーションを作

りました。「Uncle and Girl」は人に見せるためっ

ていうのを意識したもので、「集大成」の方はどち

らかといえば内面的なものを表現したかったので

－ 15 －

■アーティスト　トーク　「内藤　日和 × 由良　泰人」

A-Lab Artist Talk

 出　演 内藤　日和 、 由良　泰人

 司　会 都市魅力創造発信課長　松長

 日　時 平成2９年1月１５日（日）／午後２時～午後3時

 場　所 あまらぶアートラボ（A-Lab ロビー）

受賞から確信を得る

ターをされており、今回アニメーションを中心に

いろいろな話をお聞きしようとお招きさせていた

だきました。内藤さん、由良さんよろしくお願い

いたします。

内藤　日和さん（以下　内藤）　アニメーション作

家の内藤と申します。今日は寒い中お越しいただ

いてありがとうございます。私は先ほどのご紹介

松長　内藤日和さんは本展に出展していただいて

いる作家さんで大手前大学のメディア造形学部を

卒業されて、アニメーションの活動をされていま

す。「Uncle and Girl」が２０１１年、アニメーショ

ン神戸デジタルクリエイターズ部門最優秀賞を受

賞され、「the GIFs 2016」にて優秀賞を受賞さ

れております。由良泰人さんは、映像作家であり

いろいろな学校で教鞭をとられ、映像専門のギャ

ラリー「Lumen gallery」のプログラムディレク



－ 18 － － 17 －

A-Lab
アートラボ

好きなことをしようと思って作りました。

由良　卒業制作を２本っていうのが珍しい。

内藤　「Uncle and Girl」の方が早くできたので、

「集大成」は埋め合わせとして…（笑）

由良　埋め合わせ（笑）

内藤　提出期間に余裕があったので…（笑）

由良　僕が内藤さんの作品を最初に見たのもその 

2 本で、Lumen gallery

でやった、「LEADY」っていう上映展があって、

そこで観たのが最初です。

「Uncle and Girl」は非常に面白い作品なんです

けど、すごいなと思ったのは「集大成」なんですよ。

この人は異常な感覚でつくっているなって。この

感覚がすごく面白いなと。まだ本人に会う前はど

んな人なんだろうと思っていたのですが、会った

らすごくまともそうな ...( 笑 )

分からないですけどね、中身はどうなのか ...( 笑 ) 

今まで何回かお会いしてお話しした感じではすご

くまともそうな人柄で、すごく不思議なんですよ

ね。

内藤　（笑）

由良　さっき「Uncle and Girl」で女の子の大人

になっても子供っぽい感じが残っているというの

はすごくよくわかるんですけど、普段の内藤さん

はわざと繕っているのかもしれませんけど、子供っ

ぽい感じはあまりしないので、いつも割と落ち着

いた感じで話してますよね。

内藤　やっぱり人に見られてない時が一番、素の

部分が出やすいんじゃないのかなって思うんです

よ。自分一人でいる時はそういうのを意識しなかっ

たりして、そういうことって忘れがちだったりし

ますし、でも私はどちらかといえば一人のときに

素の部分のことを思い出して「そういえば子ども

の頃ってこういうことしてる」とか、無意識な仕

草を作品に反映できたら面白いんじゃないのか

なっていう、たぶんみんなもしてるけど意外と目

につかないっていうか。

由良　じゃあ内藤さんは普段ビニール袋をかぶっ

たりしてるの？

内藤　してますね（笑）

由良　してるんや…（笑）こないだの９月にこれ

を韓国で上映して、韓国の人みんな笑ってた。学

生から大人まで。釜山の街中にあるクラブみたい

なところで上映をしたんですけど会場からクスク

スと。やっぱりビニール袋をかぶるところも韓国

の人たちは笑っていたので、笑いどころは共通だ

なぁと。面白かったですね。

内藤　文化も違うし、クラブハウスであの作品は

ちょっと違うんじゃないのかなーって思っていま

したが。

由良　韓国の作品は割とシリアスな作品が多くて、

日本の作品は割とシリアスからポップからいろん

なものがありました。作品のセレクトは、韓国サ

イドから日本作品は２つのプログラムで合計２時

間くらい、前半はなるべくポップに、シリアスな

ものは後半に集めてほしいというリクエストだっ

たので、前半のほうに内藤さんの作品とかミュー

ジッククリップとかそういったものを集めました。

その中でも内藤さんの作品の評判はよかったと思

います。子供の可愛さとか仕草とか…まぁ可愛く

はないか…( 笑 )。　

内藤　可愛くはない（笑）

由良　割と意地悪なところもあるので。優しいの

かと思ったら自分でうどん食べていたりとか ( 笑

)。そんな子供らしさというか面白さと、おじさん

との微妙な距離感がありますよね。このおじさん

と女の子は特に血縁関係はない ?

内藤　ないですね。たまたま近所の家に勝手に忍

び込んで、気づいたら居着いてる、みたいな。お

じさんからしたらあまり女の子のことを好きじゃ

ないから、邪険にしています。「in KOBE」のとき

も女の子が一人いなくなったときにそこまで探す

ということもしなかったり。「お互いあまり性格が

よくないのかな？」っと思って観たら、違った感

じで面白いかも。

由良　女の子のお父さん、お母さんはどういう気

持ちなんやろ？知らないおじさんとどこかに遊び

に行ったりとかしてるけど。

内藤　キャラクター設定では、女の子は母子家庭。

「in KOBE」あたりからおじさんと女の子のお母さ

んとなんかあるんじゃないかというのを匂わせつ

つ（笑）。なにか関係がないと知らないおじさんに

預けたりしないと思うんで。おじさんもそれがい

いのか悪いのか仕方なく一緒にいている。

由良　「Uncle and Girl」が女の子の侵入第一回

目なんですか？

内藤　そうですね、これで初めて二人が遭遇しま

した。

由良　女の子の動きがすごくよくて、ご飯食べて、

襖バタン！って閉めるところとか韓国でうけてま

したね。

内藤　動きは「クレヨンしんちゃん」とかを参考

にしました。アニメの中でスピード感のある動きっ

てあるじゃないですか？ああいった部分を参考に

させて頂きました。

由良　女の子は速めの虫系の動きですよね。内藤

さんはおじさんタイプなのか、女の子タイプなの

かどちらですか？

内藤　一番最初に作ったのがおじさんのキャラク

ターです。女の子のほうがよくモデルにしたんじゃ

ないのかと言われますけどおじさん自身に自分の

内面が出てると思います。多分作った時もおじさ

んに共感した部分があるので。なのであまり女の

子ばかり評価されるのは嬉しくないですね。

由良　今回の展覧会では二人が出てくる作品を中

心に構成されていますけど、最近発表されている

GIF アニメとかはぜんぜん違うじゃないですか。

自分の作品の今後の方向性としてはどちらを主体

にしたいのか。両方やっていこうと思っているの

か、ちょっとずつ変化してきてるのか、どうなん

でしょう？

内藤　気分によって描く絵柄って変わってしまう

ことがあるんですが、おじさんと女の子の作品は

どんな気持ちでも描ける絵柄なんです。ちょっと

変えたいときは変えますけど、このキャラクター

だけは統一して描ける作品なので、またシリーズ

とか続けていけたらとは思っています。

由良　この作品も受賞して評価され、アニメーショ

ンの作家として活動しているわけですけど、作家

になるきっかけとして受賞というのが一つ大きな

ターニングポイントなのかなと思います。学生の

ときやこの作品を作っているとき、卒業制作で作っ

ているとき、将来はどうしようと思ってたんです

か？作家として活動しようと思ってやっていたの

か、なんとなく作家になっちゃったのか、どっち

なんでしょう？

内藤　オープンキャンパスで、アニメーション作り

を体験した時になりたいなと思ってた。でも、学

校内で自分の作品の評価ってよく分かってなかっ

たんですよ。聞ける人もいないし、頼れる人もい

ないまま自分の作品がわからないまま作っていて、

出口が見えないぐらいのときにたまたまコンペが

あり、「Uncle and Girl」を出品したら賞をいた

だいたので、「自分が作ったものは間違ってなかっ

たんだ」と確信がもてました。

由良　対外的な評価って大きいと思いますね。僕

も肩書きとしては作家と言ってますが、作家って

資格があるわけでもないし、作家になったから職

業として何かあるわけでもないので、なるって言

えば誰でもなれてしまうんです。ただ実質上、作

家として活動していくのは想像以上にすごく大変

なことで、大学で教えているので思うのですけど、

学生時代にすごく活動して、面白い作品を作った

り、対外的な評価があったとしても、卒業してか

■アーティスト　トーク　「内藤　日和 × 由良　泰人」
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作ったほうが、費用を抑えられる。短期間で作る

にはたくさんの人手がいるので 100 人 200 人で

作るために、システマチックな作り方が必要となっ

て、デジタルにはなりましたがセルアニメと言わ

れる「ドラえもん」や「君の名は。」のような大人

数で作るのに向いた手法で作られています。

それに対してアートアニメーションは手法も自由

に選ぶこともできるので、コンピューターで描く人

もいれば、切り絵で作ったり、粘土や人形で作る

人もいて様々な手法があります。もともとアニメー

ションの語源というのは生命、「anima」ですよね。

物に命を与えることがアニメーションの語源であ

るので、動かないものが動き始める、命が与えら

れたかのように動いていくっていうのが本来のア

ニメーションなので、別に絵だけでなくて、コッ

プが動いているだけでもアニメーションなんです

よね。そういった意味でもアニメーションには様々

な手法があって、制作するためには不効率、不経

済なことはたくさんあります。それを商業的にな

かなかすることはできないので効率的でシステム

的に確立しているものを使おうというのが商業ア

ニメーションなのかなと思います。例えば粘土ア

ニメで凄い人がいれば、その人に誰かが出資する

と十分商業アニメーションとして成り立つのです。

海外なんかはそういう形がよくあります。チェコ

のアニメーションもそうですし、イギリスもそう

ですし。面白いアニメーションを作るスタジオが

あれば、そこに直接お金を払って作ってもらった

りすることもあるわけで、いろんな手法のものが

でてきたりします。日本では小規模ながら NHK の

「みんなのうた」などには、いろんな個人の作家が

いろんな手法で作っています。こうなってくると、

なかなかこれはアート、これは商業と切り分ける

ことはできないですよね。ただ個人で作りたいなっ

ていう衝動で作っていけることって大事なことな

んじゃないかなって思いますが、作りたいものを

おっしゃっていましたが、確かに難しいところで

す。一般的な話でいうと商業アニメーションはど

こからか出資があって、仕事として作品が作られ、

興行収入やソフト化して販売したり、二次使用と

いう形で利益を生んで、出資を回収し儲けること

を目的として作られているんですよね。例えば「君

の名は。」もそうですよね。予算が組まれていて、

プロモーションも全部決まっていて、そのなかで

作られていたときに、予想以上に世間の反響が大

きくて儲けがたくさん、200 億でしたっけ。儲け

が出ましたが、これが商業アニメーションの通常

の作り方ですね。それに対してアートアニメーショ

ンは商業アニメーションと何が違うのかっていう

と、まずスポンサーがいない事が多いです。スポン

サーがいると出資者の意向っていうのが大体入っ

てくるんですよ。こうしてほしい、こういう演出

をしてほしい、こういう結末にしてほしい、こう

いう絵にしてほしいと、商業として儲けるための

リクエストが入ってきます。反対にアートアニメー

ションに資本はほとんど投入されません。あった

としても非常に少額です。そのかわりお金がない

反面、口を挟まれることがなくなり、作者の思い

通りにある程度作ることができる。ただ技術的な

面や制作資金の問題などの制限はあって、その範

囲のなかで作家が自由に作っていくことができま

す。そこは対極的に違うところですよね。ただアー

トアニメーションに全くお金が投入されていない

のかと言ったらそういうわけではなくて、内藤さ

んの話もそうですが、どこかから依頼されてつく

ることもあります。「in KOBE」はある程度の予算

が投入されているので、依頼主の意向はあるわけ

ですよね。神戸のプロモーションをしてほしいと

いう意向に沿って作っているということは商業ア

ニメーションと考え方は近いかもしれないですね。

製作費が何に消えていくのかっていうと、ほとん

どが人件費で消えます。制作期間を短くして早く

「ちっちゃな手」っていうミュージックビデオを

作ったんですけど、調布映画祭っていうコンペで

入選させていただいて、別に作らなくていいかな

と思ってた時期に山場が来たりしてるので、まだ

やめられないなっていう感じはしますね。

由良　そういうタイミングは大事ですよね。

内藤　そうですね。今日の日常の中のドラマ展の

お話をいただいたり、去年の１２月には同志社大

学で上映をさせていただいたり、ミュージックビ

デオの依頼をいただいているので、去年はありが

たい年だったんですけど、今年に入って続くかっ

ていうのはまた別の話ですからね。「次に続けるた

めにはどうしたらいいのかな」っていうのが自分

の中の一番の問題点にしてるんですけど。

由良　それは僕も一応作家っぽくし始めて２５年、

保証もないですけど、結局一つ一つこなして、そ

れが縁で次の話が来たり、なんとなく続いていく

んですよ。自分自身が動かなければ何も変わらな

くて、動けば周りも変わっていくと。持論ではあ

るんですけどね。目の前にぶら下がってくるもの

をこなしていくしかないのかなと思うんです。家

族には未だに何しているか理解されませんが…。

由良　それから事前にお聞きしていたのですが、い

ろんなジャンルがある中で内藤さんが作っている

作品は「アートアニメーション」に分類されますが、

内藤さんの場合は依頼があったりしてるので少し

ニュアンスが違うのかもしれないですね。打ち合

わせの時、自分的には意識はしてないとおっしゃっ

てましたが、そうだと思うし、分類はしにくいの

かなと思います。様々な表現を重視して作られる

アートアニメーションを作る作家は国内外に大勢

いて、よく商業アニメーションとアートアニメー

ションで比較されます。その境界ってすごく曖昧

で、内藤さんはその辺の違いがよく分からないと

らも作家として続ける保証って全然ありません。

２０年ほどの間に作家として活動する卒業生は数

えるほどしかいないのが現状です。作家を名乗る

のは簡単ですが、制作や活動を続けて、周りから

あの人は作家だと言われる人は少ないんです。

ですから大学に入って映像、アニメーションの勉

強をすると、ほとんどの人が就職していきますよ

ね。友達とかもそうじゃないですか？　なにかし

ら関係している会社に行ったりとか、普通に働く

人が多くて、作品は学生の間に作ったからもうい

いですっていう人もたくさんいると思います。内

藤さんは卒業制作が受賞して、依頼もあり作家と

して作品を作り続けるチャンスがあるっていうの

は、すごくタイミングも良かったと思うのですが、

作家として活動していこうと思ったきっかけみた

いなものはありますか？

内藤　「Uncle and Girl」 で 賞 を も ら っ て、「in 

KOBE」の制作依頼が来て、それを作り終わった

後に、別の仕事もしていたので別に作らなくても

いいかなみたいな。2013 年が作品を作ってない

時期なのですが、面倒くさいって思っていたこと

もありますし、後しんどいし。でもどっかで急に

作りたいって思う時が来るんですよね。その後に

　　　　　　　　　　　　　　　内藤　日和さん

■アーティスト　トーク　「内藤　日和 × 由良　泰人」

映像と展覧会のジレンマ
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スがあって、ダイナミックにいろいろな変化があ

るのではという気はしています。

内藤さんくらいの世代の人が次のトリガーになっ

て自由に動いてもらうのが必要じゃないかなと思

います。

作品を作り続けていくということはなかなか大変

な部分もあるのですが、内藤さんの場合は外部か

らオファーがあったり、賞をもらったりしてチャ

ンスが次の制作のきっかけになっているのは良い

ことだと思いますし、そういう人が作家になるん

だと思います。

内藤　自分が一人でやっていけるような環境づく

りは必要ですし。

由良　一人で作業をしたいタイプですか？

内藤　誰かに手伝ってもらいたい気持ちはあるん

ですけど、説明とかこういう絵柄とかってすぐに真

似するのは難しいと思うんですよね。描き込む人

とかもいますけど、私はそこまで描き込まなくて

いいんじゃないのかなって。できるだけシンプル

に突き詰めていきたいと思っていて、観る人はピ

ンポイントで記憶に残ったりするので、ここだけ

出しておけばなんとなく風景が思い浮かぶんじゃ

ないかっていう最低限のラインだけ残すというや

り方は意識していてます。でも「in KOBE」は背

景を描き込み過ぎて自分のなかで失敗した感じが

あるんですよね。

由良　それはクライアントがいる状況で、神戸を

意識せざるを得ないっていうのがあったんじゃな

いの？

内藤　そうですね。気を遣いすぎたのかもしれな

いです。特にクライアントに指示された訳でもな

いんですけどね。「in KOBE」を観ていると最初の

シーンの背景とかヘロヘロなんですけどだんだん

背景がパリッとしてきてるんです。だんだん気を

遣いすぎっていうのが出てきてますね。（笑）　背

景がはっきりしすぎて二人が幽霊みたいに見えて

と環境で観てくださいという提示をするためのコ

ンセプトの展覧会だったんです。当時の理想を追っ

たと思いました。まぁ僕がやったわけではないん

ですけどね。今ではネットが出てきて、youtube

なんかで自由に観られるようになり、商業映画な

んかも「hulu」とかでいくらでも家で観られるよ

うになりましたけど、果たしてちゃんと映像を観

るということにつながっていくのかどうかといえ

ば、まだわからないところはあるわけですよね。

例えばタブレット端末でも映画なんかを見ますけ

ど、これだけでは一生懸命観なかったりするんじゃ

ないか、２時間の映画を小さな画面で観ているの

は辛いんじゃないかとかね。なので作り手が一番

観てもらいたい形態っていうのは劇場が一番適し

ていると思うのですが、観る人からしてみればそ

れがベストかどうかはわからないですね。作家と

して映像の見せ方をどういう形にするかは非常に

難しいところではあります。僕は最近特に映画を

観るのはレンタルビデオでは観れなくなってきた

んですよ。家で見ると集中力が続かないんです。

すぐ寝ちゃうか、邪魔が入るかで観れなくなるん

ですよ。やっぱり映画を観るときは劇場に行くよ

うにはしていますね、劇場が一番集中して観れて、

頭に全部入ってくるんですよね。家で観ても全然

入ってこないんですよ。

内藤　画面の大きさとかで時間経過の感覚が変

わったりするのも不思議な部分ではありますね。

由良　現在の映画館は、評判を元に一部の映画や

アニメーションに観客が集中していますが、我々

のやっているようなことは口コミの母数が小さい

こともあって、観る人が少なくなっています。今

後の課題になるのですが、SNS 等含めて拡散して

いくことで展覧会や上映会へお客さんにたくさん

来てもらうということも可能性としてはこれから

あると思います。過渡期ではありますが、いろん

なアプローチの方法がある分、いろいろなチャン

で観ることが、最初から最後まで観るという条件

では同じ。展示の形にしてしまうとどうしても途

中入場途中退出があったりしますね。僕も色々な

場所へ展示を観に行くのですが、そういう思いも

わかっているのでなるべく終わるまでちゃんと観

ようとか気をつけてはいるのですけどどうしても

時間がなくて申し訳ないけど出てしまったりする

んですよね。

内藤　体力を使わせてしまうんですよね、映像っ

て観る人に対して。自分のペースで観れないって

いうのは難しいとこですし、そうやって考えたら

今回の展示とかもほんの少し観た人でも印象を残

せる作品っていうのを意識して作ったらよかった

のかな。とか、今回展示をさせてもらってそうい

うのが自分の課題としてできましたね。

由良　映像作品を観てもらうってことが非常に難

しいですよね。５分の作品も５分の時間をもらわ

ないと全部伝えられないので。写真や絵画などの

作品であれば、作品を気に入れば１時間でも２時

間でも観ることはできるし、ちょっと自分とは違

うかなと思ったら 10 秒で去っていくこともでき

る。この差って非常に大きくて、僕自身羨ましい

と思ってました。時間を拘束して映像を観てもら

いたいけど観る人のことを考えると、例えば僕の友

人が 1991 年くらいにレンタルビデオ屋形式の展

覧会をやったんです。作品を全部レンタルにした

んです。展覧会ではギャラリーの中にレンタルビ

デオのカウンターがあって貸し出し業務だけやっ

てたんです。パッケージが並んでるのでそれを観

て作品を選んで、会員証なんかをそこで作って貸

し出しをして、家に帰って見てもらってまた返却

しにくるっていうシステムでした。今でしたらネッ

トや家で見るっていうのは当たり前ですけど、自

分の時間、自分の好きな環境で観たいという思い

は当時すごくあったので、僕たちが作った作品を

個別に家で観てもらいましょう、一番好きな時間

作りつつ経済的に成り立つ作品が理想的ですね。

内藤さんにお聞きしたいのは、作品をどんな形で

観てもらうのかって考えたときに、僕は観る経験

や体験を共有したい思いもあるので、劇場型やス

クリーンと客席のある場所を考えます。さっき

の韓国の話じゃないですけど、観た人たちが笑っ

てくれたとかって次のモチベーションにつながっ

たりするのでそういう場所は必要なのじゃないの

かって思って「Lumen gallery」を作ったのです

が、２０代半ばの世代の人達くらいになってくる

とネットで観せること、スクリーンのある場所に

足を運んで観てもらうこと、家で寝転びながら観

ること、展示型などその差をどういう風に感じて

いるのかなと思います。内藤さん自身、GIF の作

品もそうですけどネット上で発表していますが、

そのあたりの違いはどう考えますか？

内藤　今回展示をして思ったのは、いつもやって

いるような劇場型の上映会では観る人はめったに

席を立たないんですよね。ただ展示の場合は雰囲

気だけを見てさっと出るみたいなことも多くて、

映像があるからそこに座るっていう感覚とは違う

んだなって思って、そこが残念に思いますね。やっ

ぱり作品は全部観てもらいたいじゃないですか。

展示って見る人を拘束しないんだなっていうのが

印象的な違いだと思いました。

由良　では内藤さんは、「ネット」、「劇場型上映」、

「展示」の中でどれが一番理想ですか？

内藤　ネットは自分の観たいテイストで見れるっ

ていうのがありますけど、劇場の方が人をじっと

させられますし、私はちゃんと観てほしいってい

うのが一番にありますね。

由良　そこはずっと映像のジレンマとしてありま

すよね。基本的に映像は始めがあって終わりがあ

るので、作者がここから観てほしい、ここまで観

てほしい、この順番で観てほしいという思いがあ

ります。それを叶えるには劇場型もしくはネット

■アーティスト　トーク　「ロケーション・ハンティング」
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アニメーションの作家の人ってだいたい何かがお

かしいんですよ（笑）。経験上会った人はどっかお

かしいんですよ。

内藤　とりあえずあまり人に迷惑かけないように

は気をつけているつもりです…（笑）

由良　さっきおじさんのほうに軸足を置いている

といってましたけど、女の子をひどい扱いしてま

すよね。

内藤　んー、やっぱりあんまり好きじゃない人っ

てそんぐらいの扱いになっちゃうんじゃないんで

すか？（笑）　おじさん的には女の子のことあまり

好きじゃないですし。周りから見たら仲良さそう

にも見えるけどっていうその微妙なラインの人間

関係が良いなと。

由良　他の作品で、脳みその無い女とか血を流し

ている女とか、女の子がいつも主人公で、大体ロ

クでも無い感じになっている。

内藤　あまりそこまで意識はしてい無いのですが、

悲劇的なものが似合うのは女性キャラなのかなー

と自分の中で思っているのかもしれません。

由良　内藤さんは普通に喋ってるとまじめにまと

もなこと言われるんですけど、作品がどれも変わっ

てるから面白いですね。やっぱり作家は変じゃな

都にいると目の前の風景何を撮っても観光地みた

いに京都っぽくなるから面白くないですよ。なの

で大阪に居た時はよく作品作ってました。生活す

る町ってそういう面白さがありますよね。作品を

作る観点からしてみるといいと思いますね。自分

なりの表現って、自分の生活とか日々の中から出

てくるものだと思います。そういう日常的なテー

マになるのかなと思います。

内藤　延長線上に続いているという感じで、いい

刺激になりました。

由良　次は、どういう作品を作る予定ですか？

内藤　おじさんと女の子のシリーズはもう少し続

けていきたいと思っています。次はどちらかとい

えばおじさん視点のものを予定しています。あと

は別の作品でミュージックビデオを作っていて、

それも１月ごろに完成できればいいですけど。

由良　いつ公開とかって決まってるんですか？

内藤　ほんとは去年の１２月末の予定だったんで

すけど、、、。「もらすとしずむ」っていうバンドの

ミュージックビデオなんですが※「もらすとしず

む Oh K」と検索してもらえたら予告編はあがっ

ていますので、ぜひ。

※「もらすとしずむ Oh K」のミュージックビデオ

は 2017 年 2 月に完成しました

由良　内藤さんってなんでヘンテコな作品ばかり

作るんですか？（笑）

内藤　わたし的にはベタな方かなと…。

由良　ベタなんですか？（笑） ベタな作品を作る人

は、あまり脳みそアニメとか作らないと思います

よ（笑）。

内藤　そうなんですか。まだまだ至らないところ

があると思いながら作っているんですけど（笑）。

由良　内藤さん自身をもうちょっと掘り下げてみ

たいと思うんですけどね。

内藤　また機会があれば…（笑）

由良　全部の作品がおかしい…（笑）

たですね。

由良　今回そういう意味では今回良いクライアン

トというか、日常というのが入ってきたからいろ

いろ思うところが出てきたのかなと思います。ク

ライアントが良い感じにゆるくてよかったのかな

と。神戸は気合が入っていたと思いますけど、そ

こが「Uncle and Girl」との違いで、商業アニメ

とアートアニメの違いなんでしょうね。商業アニ

メの場合はクライアントの意向があって、リクエ

ストに応えるためにいろいろ自分でも無理をしな

がらでも、そこで思った疑問点が次のステップと

して変わっていくと、次の依頼が来たときに別の

アプローチで作っていくことができると思います

ね。

内藤　すごく楽しかったです。「のびのび公園」と

いうところがあるんですけど、そこが一番のお気

に入りの場所です。そこには遊具で、ジャンプし

てどこに手をつけたかっていうのがわかるジャン

プ台があるんですけど、一番高いところなんかど

う考えても届かないだろっていう作りをしていて

面白かったです。

由良　尼崎って生活する町ですよね。

内藤　そうですね。そこが自分と合ったと思いま

す。近すぎて知らなかった部分が沢山あって、そ

れは自分の町でも知らない部分はきっとあるんだ

ろうなと思って、今回尼崎の町を回って、自分の

町を見つめなおす良いきっかけになりましたね。

由良　僕は生まれも育ちも京都なんですが、周り

が観光地だらけなのでうんざりしてますね。近年

特に観光客がすごい増えてきたのでバスも乗れな

いし大変なんですよ。数年前まで大阪に１０年く

らい住んでいたんですが、そこは田舎で何もない

んです。駅から出ると看板に観光名所と一緒にバ

ス停とかポストが一緒に書かれているくらい何も

ないとこでした。そういうところにいると、身の

回りの風景ってすごいいいなあと思いますね。京

自分で見て怖いです。

由良　どこにいるのかがわかるのは大事なことだ

とは思いますけどね。

内藤 　今回新作で尼崎の作品を入り口のモニター

で流しているんですけど、「in KOBE」の反省点

を改善して、あまり描き込まなくてもなんとなく

分かるかなっていうのを意識して尼崎のアニメー

ションを作りました。

由良　内藤さんテイストを残しつつ空間を見せて

いくようなアニメーションですね。

内藤　ちょうどいい割合でできたんじゃないかと

思います。神戸の時は初めてで緊張していたので

すが、今回の尼崎は自分の家から近いんですよね。

なので自分が住んでいる町と変わらないところが

あって、すごくリラックスできました。

由良　神戸はパッと見ただけでもどこかっていう

のは京都在住ですけど分かりました。尼崎は今日

初めて降りました。

内藤　近すぎて知らなかったこともあったり、自

分の町とも似てる部分もあり面白かったです。そ

れと好きな場所もあって、世界貯金箱博物館とか

おもしろかったです。あと、尼崎の日常的な風景

がすごいしっくりきて。

　神戸とまた違って尼崎にもぐっとくる風景がた

くさんありました。今回作品に出せなかった場所

もあるんですけど。例えば「AMAMAMA」ってい

う滑り台。

由良　尼崎って絶対どこかに「あま」が入ります

よね（笑）。 ここにくる途中、町を見ていても大体

「あま」なんとかって。「あま」が好きなんだなと

思いました。

内藤　今回４作品しか新作は出せなかったんです

けど、時間がもうすこし許せたらもうちょっとで

きたんじゃないかなとか、もうちょっと作りたかっ

■ アーティスト　トーク　「内藤　日和 × 由良　泰人」

近すぎて見えなかった日常

　　　　　　　　　　　　　　　由良　泰人さん

( (
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いと、特に作品は変じゃないとダメかなと思いま

す。普通の作品って印象に残らないですよね、よ

くある綺麗な話とか、当たり障りなく過ぎていっ

てしまう作品っていうのは心に残っていかなくっ

て、言われれば見た気もするんだけど、どうだっ

たかなみたいな。そこですこし変わっていたり、

毒があったりすると心にいつまでも残っています。

「集大成」が一番そう思ったんですよね。この人は

一体どんな人なんだろうと思って、すごい気になっ

たんですよ。紹介されて内藤さんとお会いした時

はこんな人だったのかと驚きました。映像作品や

アニメーションは特にかもしれないですが、どこ

かしら人に残っていく毒というか、変態性という

か、異常性があるほうが面白い作品が多い気がし

ます。

（会場からの質問）

観客　影響を受けた作品、作家は？

内藤　おじさんと女の子の作品を作るために参考

にしたのは小津安二郎さんの作品ですね。子供と

のやりとりとか。あとはジャック・タチの「ぼく

の伯父さん」であったり。あと私はお笑いが好き

なので、間の取り方などはお笑い番組を参考にし

ていました。わたしの描くキャラクターの表情は

統一してるのですが、チャップリンやバスターキー

トンみたいなあまり表情のないほうが面白かった

りするなと。あとお笑い、漫才なんかをみていると、

真顔で変なことを言う人のほうが面白かったりす

るので、そういった部分からも影響を受けて作っ

ています。それと個人的に表情豊かな顔の動きが

好きではないというのもありますが。

■アーティスト　トーク　「内藤　日和 × 由良　泰人」
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てこれまでの作品についても画像をお持ちいただ

きましたので、それも含めながらどういうことを

お考えになりながら、どういう風に作っておられ

るのか伺いたいと思います。まずは今ある作品と

かのことから。今回すごく不思議なお三人、チャー

ミングな作品が並んでいると思うんですけども、

日常の中の身近なものの中から不思議な世界を発

見していくとかドラマを見ていく作品で、それぞ

れ特徴ある空間にうまく展示しておられます。こ

の作品は倉庫だった場所で、高低差があって小さ

な部屋に入って行く、求心的な場所でうまく空間

使われていておもしろいなと思います。

森末　由美子さん（以下　森末）　そうですね。こ

れはボディブラシの木の部分が造花の葉っぱに

なっているんですけど、以前もデッキブラシの毛

の部分を草にした作品も作っていて、そういった

関係でボディブラシの毛が伸びるというか、その

端っこを越えて伸びていくようなイメージで。植

物は方向性も出るし伸びていく感じなので。

加須屋　ボディブラシ、それからデッキブラシ、だ

いたいお家で使っているもので、だけどそこにそ

の毛のかわりにあるはずのない造花。あの造花も

どっかで見たことあるような草だったり造花だっ

たり、その一個一個は知っていても、組み合わさっ

たときにすごく不思議な感じがします。デッキブ

ラシのほうは以前、京都のギャラリー・@KCUA

でグループ展「転置」を企画したときに彼女にも

参加していただいたんですが、そこに出品されて

いました…（画像を見ながら）これがそのデッキ

ブラシに草が生えていた作品で。2011 年。

森末　６年前くらいですね。

加須屋　ちょうど震災があって。

森末　そうですね。

加須屋　転置という言葉の意味が、いろんなもの

が揺らぐっていうのがすごくリアルに、日常生活

が揺らぐとか。震災の前から企画していた展覧会

でしたが、震災後にはまた別の意味が重なりまし

た。森末さんのおもしろいのはいろんな状況で日

常生活の身近なものを扱って、それはすごく切実

で真面目な態度なんですが、でもすごくそこの中

にユーモラスなとこがあって。たぶんご本人は別

にユーモアを表すことを狙ってはいないと思うん

ですけども、すごくこう見たときの驚きとかおか

しみとかが伝わります。あ、これも 2011 年の作

品です。レシートをビーズで再現した作品ですね。

森末　なんか、（話が）脱線してしまって・・・

加須屋　いえいえ。どちらにも共通しているのは、

そういう身近なものを使いながら、でもその思い

がけない組み合わせによって、不思議な驚きが生

まれる。ちょっと今回の展示に戻りましょうか。

倉庫を使って展示されようと思われたのは最初か

らそうだったんですか？

森末　今回は倉庫と和室に展示してるんですけど

も、いわゆるホワイトキューブっていう展示に適

した、展示をする空間ではない場所だったので、

その特性とか、例えばここはすごい細長いところ

で、こっちにすぐ上がっていくとか、縦長だった

ので縦長の作品がいいなと単純に思ったんですけ

ど。それでその植物の進行方向とかのイメージが

あるので植物使ったものにしたいなと思って。

加須屋　特にこのレース編み、やはりビックリし

ますね。どうやって作ってるんですかってみんな

聞きたいと思うんで、ちょっと説明をしていただ

けますか。

森末　まず、テーブルクロスが置いてある。その

上にグラスが置いてある。で、そのテーブルクロ

スの高さをちょっと移動させたいとかゆうことと、

そのグラスは透明で向こうが透けて見えるんです

けども、見ようによっては物がないような、とい

うか透明なものを、まあ、ないとも言えるんじゃ

ないかみたいな思いがあって。そういう物が物を

突き抜けているような作品を作りたかったんです

A-Lab Artist Talk

 出　演 森末　由美子 、 加須屋　明子

 司　会 都市魅力創造発信課長　松長

 日　時 平成2９年1月２１日（日）／午後２時～午後3時

 場　所 あまらぶアートラボ（A-Lab ロビー）

ペース＠ AKUA（アクア）の企画をされています。

よろしくお願いしたいと思います。

加須屋　明子さん（以下　加須屋）　主に今回ご

出品の作品について伺ったり質問したりしなが

ら、みなさんもどうぞ質問があったらその都度

聞いていただいたらと思いますのでよろしくお

願いいたします。あと少し今回のだけじゃなくっ

松長　森末由美子さんは京都で生まれて、京都

市立芸術大学を卒業されて、日用品とかを使い

つつ、おもしろい作品を作られている作家さん

です。そして今回お呼びさせていただいたのは、

同じく京都市立芸術大学教授の教授の加須屋明

子さんです。加須屋さんは国立国際美術館で学芸

員をされていたんですが、現在、京都市立芸術大

学で教授をされています。龍野のアートプロジェ

クトの芸術監督や京都市立芸術大学のアートス

境界を変えて見方を変える

■アーティスト　トーク　「森末　由美子 × 加須屋　明子」
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けども。作り方としては、レース編みは自分で全

部編んでいってるんですけども、最初にグラスの

内側の部分のレースを編んで、それで適したサイ

ズになったら、グラスに穴を開けて。

加須屋　穴を開けるんですね。よく割れないです

ね。

森末　割れたりもするんですけど、頑張って開け

て。その穴にレースを通して、さらに外側を編ん

でいっています。

加須屋　仕組みはわかったと思いますけど、技術

的にすごく難しい、ああやって合わせるように編

んでいったんですよね。

森末　柄の編み方によって大きさが変わってくる

ので、グラスにぴったりサイズにするのが難しい。

一番難しいのは内側と外側のレースを繋がってる

ように見せたかったので、その、内側と外側のレー

ス編みのテンションが変わってしまうのが難しい

です。

加須屋　外と繋がってるように見えるけど・・・（笑）

森末　（笑）・・・そうですね。

加須屋　レースが確かにその、普通はレースのテー

ブルクロスが置かれた上にグラスが置いてあるっ

ていうのはよくある光景ですけど、それがこう持ち

上がって中を突き抜けているっていうのが本当に

不思議ですね。つい近くに寄って「どうなってる

んだろう？」って見てしまう。この、レースのタ

イプの作品もよく最近は作っておられましたか？

森末　そうですね、グラスの・・・（画像を見ながら）

グラスのほかにもこういう

加須屋　レースを使って、これは

森末　カス上げ。油を揚げる・・・結構デカイん

です

加須屋　これはどのくらい？

森末　このくらいです。（手でサイズを表す）

加須屋　これは同じですね。これはまあ穴が開い

ている、元々、ね。

森末　網なので。

加須屋　隙間のあるところにこう、通して。

森末　以前は茶漉しとかそういう網のものに刺繍

をしていたんですけれども、それの延長というか。

加須屋　じゃあ刺繍があってそこからレース編み

に展開していくような。

森末　そうです、そういうのもありますね。刺繍

はその網の表面や内側だけだったんですけど、そ

の面を通り抜けたいと思って。

加須屋　最近のテーマは「通り抜ける」かなって、

さっき話してましたけど。（画像を見ながら）そう

いえばこれ、しばらくレースの

森末　カップアンドソーサー

加須屋　くっついてますね。

森末　ちょっと分かりにくいんですけど、これも

中から

加須屋　カップとソーサーと両方共通り抜けてる

んですね。

森末　そうですね。

加須屋　どのくらいかかりますか。レース編みを

作るのは結構時間かかると思いますし、穴を開け

ていくのも根気がいる。

森末　レース編みの慣れにもよるんですけど、やっ

ぱりサイズが大きいと時間がかかってしまいます

ね。

加須屋　大変な作業だろうなと思うんですけど、

でも展示されてる出来上がったものを見るとそう

いう大変さを思わせないような、涼しい顔をして

いるというか、わりとクールに展示されているなっ

て。そこの落差もおもしろいなと。（映像を見なが

ら）これは金魚鉢ですね。

森末　これも通ってますね。

加須屋　（映像を見ながら）通ってますね。ザル。

森末　このへんはやっぱりさっき言ったように網

とか透明のものとか、中途半端な面というか、面

になりきれていないような印象のものを使って、

それを通り抜けさせたいという思いで作っていま

す。

加須屋　面になりきれないというところですね。

森末　そうですね。

加須屋　この前の刺繍の仕事だと、さっき言いか

けた茶筅は今回出てますね。今回出てる先品の中

で一番古いのはあれではないか、今回のチラシに

も使ってるすごく印象的な、これは刺繍をされて

る、これもすごく細かいというか脆いというか・・・

しっかりはしてるんですか？

森末　しっかりはしてます。

加須屋　そうですか。やっぱり、驚きますね。ど

うやってって、まあ図案を作って、

森末　そうですね、だいたいの図案を作って、あ

とはその色ごとの糸を交互に掛けていくっていう

ような感じですね。

加須屋　これは、さっきのざるの仕事に刺繍して

たときに、もしかしてこの茶筅を。

森末　そうですね。そういう、（画像を見ながら）

これは、ザル、付けまつげなんですけど、付けま

つげとか、こういう、土いじりのやつ、篩い（ふ

るい）とか、こういう茶漉し。そういう網状のも

のに刺繍をするというか、その網状のもの面にな

りきれていない面を、隙間を埋めて面を作ってい

くようなイメージはあります。これとか。

加須屋　こういう表面の問題、森末さんが版画を

大学では学ばれて、京芸の版画の修士課程を卒業

されたときの確か修了制作の作品がすごく印象に

残って、その後もいろいろ作品を見せていただい

たんですけども、その時の問題意識として表面

と、その境界の問題とかがすごく気になるとおっ

しゃっていたかと思います。

森末　そうですね。

加須屋　元々ある型に対して、自分が働きかけて

いく、そういう手法が、すごく版画、とは言いま

せんが「版」っていう考え方に近いなと思ってい

ました。（画像を見ながら）こちらは和室の展示で

すね。

森末　楽譜の表面を、というか楽譜を削っている。

加須屋　ソナタは何か、思い入れはあったんです

か？

森末　いや、たまたま。楽譜を使いたくて、文庫

本とかでやったことあるんですけれども、開いた

文庫本の文字を消していくっていう。その物語と

か、楽譜だったら音楽とかの一部を消すことで、

何かバラバラになるというか

加須屋　音楽が、繋がったメロディーが、バラけ

てますね。

森末　そうですね。文字とかもそうですし。

加須屋　文字を続けて物語が消えて、一部残って

るので、読みながら繋げてみて、この前もなんかね、

目が悪くなってこう、目をこすって見直したりと

かしちゃいますよね。

森末　さっき仰ってた、物の境界とかの話なんで

すけども、私はよく日用品とかを使うんですけど

も、その物の形、コップだったらこういう形だと

思うんですけれども、これの境界を変えるという

か、自分で変えてるわけじゃないんですけど、見

方を変えるというか。存在自体は変わらないけれ

ども・・・例えば、これは削った本なんですけれ

ども、百科事典ですね。その、本来の、四角い本

の形ではなくなるという。さっき出てたボディブ

ラシとかも、毛が伸びることで、境界の形を変え

ていくとかいう思いがあります。

加須屋　そこでその、ボディブラシはもうボディ

ブラシとしては使えない、本も本としてはなかな

かね、一部削られて、というか開いて読むのでは

なくて、こういう山に見立てた形のおもしろさと

か、一応本であることは分かるけれども本じゃな

いのか本なのかっていう。

森末　実用的ではなくしたいというのがあります

ね。

■アーティスト　トーク　「森末　由美子 × 加須屋　明子」
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加須屋　この、今回の和室の真ん中に山を持って

きて、床の間に楽譜のバラけていく音っていうの

が、なにかそこの空間を作ることへの考えとかは

あるんですか？

森末　そうですね、和室を見たときに全体にこの

作品（百科事典の作品）を置きたいなとは思った

んですけど、それは何か・・・何なんでしょうね。

以前はそういうホワイトキューブには置いて展示

したことがあるんですけど、和室とかの身近な場

所で置いてみたいなと思ったんで。（画像を見なが

ら）これは奈良の学園前というところで。

加須屋　やはりその、ホワイトキューブではない

場所での展示を経験されて。

森末　そうですね。・・・（画像を見ながら）これ

も和室なんですけど。

加須屋　なんか不思議な和室ですね。

森末　さっきやってたようなレース編み、金魚鉢

とか湯飲みとかコップが繋がってるんですけども。

あと奥に見えるのが、また本を削ったものと

加須屋　掛け軸のはずが。

森末　あれは文字になってるんですけど、この本

の中から選んだ言葉を針金で模って吊るしてます。

加須屋　今回もね、針金の文字が何箇所かありま

したけれども。この本は文庫本？

森末　じゃないんですけど、全集のやつです、あ

の小説の。

加須屋　小説は愛読してたもの？

森末　文豪の。文豪の全集です。なるべく愛読書

とかじゃなくて。

加須屋　そういう個人的な意味は付けないよう

に・・・そこもクールなんですね。その、形を見

るんだけれども、見るひとはどうしてもこうやっ

て私が言ったように「何の本だろう？」とか、こ

れも「森末さんとどういう関係があるんだろう？」

とかつい考えてしまって。でも分からない。その、

見る人が置かれた、どっちとも規定できない不思

議な宙吊りの間にある感じが、

森末　文字も最初作ったときは読まれなくていい

と思って作ってたんですけど。

加須屋　ちょっと読みにくいですね。

森末　そうですね。でもあまりにも見てくれた人

が読んでくれようとするので、

加須屋　そうですか、読みたくなりますよね。文

字だなーと思うとやっぱ何て書いてあるのかなー

と。

森末　だから、それならばもうちょっと文字に意

味を持たすことに。意味のある言葉を使っている

わけではないんですけれども、読んで「ん？」っ

て思うような言葉を最近は選んでやってたってい

うのはあります。（画像を見ながら）「とふいに、」

と「いいやちっとも」なんですけど、まあ全然こ

の角度からはちゃんと読めないです。交換可能な

文字を選ぼうとしてます。

加須屋　和室でいかにもありそうな風景というか、

ありそうな物ですね、お茶碗だったり。ただ、あ

りえない物としてある。

森末　（画像を見ながら）これはまた別の、学園前

の。洋室ですね。ダイニングテーブルの上に既製

品のテーブルクロスがかかってるんですけど、そ

の上にグラスを置いて、見にくいんですけど、糸

が面のように水平面に当てて、そこに下の刺繍と

加須屋　既製品の模様をなぞるという、

森末　なぞるというか、そうですね、トレースし

たような、模様が浮いたような感じにしたくて。

これはレースカーテン、なんて説明したらいいの

か、下のテーブルのアップがこれなんですけど、

これは

加須屋　レースのカーテンは、じゃあ既製品？

森末　既製品ですね。それに、テーブルの面に仕

立てた羽毛を、レースの穴から飛び出すようにし

て、テーブルのようにしているという。

加須屋　わざわざ面を通過させて。（画像を見なが

ら）全てじゃなくて少し残すことでより不思議な、

これこういうのは残ってなかったら上に置いては

るのかなって思っちゃうんですけども、これだっ

たら明らかに下からレースは見えてるし、どっち

が下かはよく分からなくなっていますね。

森末　私も毛を出せば出すほどテーブルの面が上

に来てるように浮かび上がってくるんですけど、模

様を残しているのでまだレースとしてもまだしっ

かり残っていて。

加須屋　本当は台の上のレースカーテンがかかっ

ている状態なんですけど、そこから下の台は台に

くっついた羽毛が飛び出していくような。（画像を

見ながら）和室に戻ります。これがさっきの床の

間の。手前の部屋のザル。

森末　これは紐暖簾なんですけど、既製品の紐暖

簾の紐をザルに通しただけ（笑）

加須屋　素麺みたいにも見えます。

森末　私も作りながらラーメン、と思いながらやっ

てました。

加須屋　まさかざるがこんなふうに使われるとは、

お店の人も思いつかなかったでしょうね。

森末　まさか、まさかの。喜んでなさそう。

加須屋　このサイズ、とかこのタイプ、とか探さ

れるんですか？

森本　そうですね。穴はこのくらいで、

加須屋　そっか、やっぱ穴のサイズによって違い

ます？

森末　そうですね、糸の太さにもよるんですけど、

通らなかったりとかするので。

加須屋　でもその既製品とおっしゃいますけどあ

まり癖がない既製品ですよね。特徴としてはいろ

いろイメージが元々あるものじゃないんですよね。

森末　デザイン的なものは選ばないようにしてて、

定番といわれているような、百科事典もなんかも

う動かへんような。

加須屋　定番。

森末　で、ちょっと古くなってしまうものが多い

んですけど、だから今のものを使うと後々危ない

んじゃないかと思って

加須屋　少し時間をかけていって、普及していっ

て、わりとみんなが分かるというか、元のものが

何かは分かると。共通してそのものとしてはあり

ふれた日用品が、でも違うものと組み合わさって。

さっきも聞いたかもしれませんが、なぜこうしよ

うと、どこから思いつかれるのでしょう。

森末　物を見て思いつくのでなくて、さっき言っ

てたような網目のものに何かを通したいとかいう

ものが、構造上の考えとかが先にあって。

加須屋　まず構造上から考える？網目状のものに

何かを通したいっていうちょっと抽象的なこと

森末　そういうのが結構動機になってるんです、

自分の中で。

加須屋　物を見てて思いつくんじゃなくて、ふと

した、製作中、

森末　いろいろな場合があって。説明が難しいん

ですけど、ひとつの作品の中にいろいろ大事な要

素が混じっていて。ものの構造とか、文字に関し

てとか。そういうやりたいことの条件に合うもの、

相応しいものを選ぶとこうなったという感じです

　　　　　　　　　　　　　　森末　由美子さん
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ね。

加須屋　網目のものに通したいっていうのがある、

でも網目のものもいっぱいあるし、通すものもい

ろいろある中から選ばれるわけですね。

森末　はい。まず何かその組み合わせが不自然じゃ

ないものの組み合わせの例えばレース編みとグラ

スとかだったら、まあ自然かなっていうのもある

んですけど。これは、あんま自然じゃないですよね、

ざると暖簾。

加須屋　ああ、ざると暖簾。でもざるでね水切り

するじゃないですか、麺を茹でて。そういうのは

あるかなって（笑）

森末　それからは来てないんですけど（笑）

加須屋　じゃあどっちかというとまあざるとかの

仕事も、さっき見せていただいた刺繍とかの仕事

の延長線上に？

森末　そうですね、その延長とも言えるし発展形

とも言えるっていう部分もありますけど。

加須屋　暖簾を使われた作品は他にもあります

か？

森末　暖簾はないですね、さっきのカーテンとか

のはあるんですけど。

加須屋　カーテンが建具というか長くぶら下がる

ものとしての。

森末　面。でも紐暖簾なんで、糸、線としての意

味もあるんですけど。でも面ですよね、中途半端

な

加須屋　ざるに糸を渡した作品それとちょっと関

係はありますね。

森末　それも関係ありますね。

加須屋　これってじゃあ制作は割と新しい？

森末　これは 2016 年から今回作ったやつです。

加須屋　今回展示のために作った

森末　そうですね。

加須屋　会場を見て、和室をご覧になって、じゃ

あここにはこういうふうに、というふうな。

森末　あ、そうですね。

加須屋　奥の花瓶の文字となんか関係は、ないか。

森末　ないです。

加須屋　文字を模った一筆書きの作品で「さっき

の」とかあるじゃないですか。「きいて」も、あま

り意味は関係ない

森末　関係、一応、隣の部屋で文字の作品を使っ

てるので、っていう感じですかね。しいて言うなら。

加須屋　百科事典を山のように並べた作品ですね。

きく、って音楽の聴くとは関係ないんですか？

森末　ちょっと思ったんですけど、そんなに関連

性持たせないようにはしてます。

加須屋　そうですね、意味を付けようとするごと

にそれがはぐらかされてしまう感じもありますね。

森末　でもいつもその、針金で文字をかたどった

作ってるんですけど、だいたい出典元があって、

自分で作った言葉は使ったことないですね。小説

とかから抜き出した文節とか。

加須屋　そういうとこもさっきの、版的な、一か

ら独自にっていうんじゃなく、一応何かあるもの

既製品であったり、元のある文章だったりをトレー

スしていくとか、それを型にして作っていくとい

うところが、一貫してるなあと。

森末　あとやっぱり抜き出したときに、あんまり

漢字とか入ってたらすごく意味が強くなってしま

うんですけど、だからこういう「きいて」とか「さっ

きの」とか他の小説にも使われているっていう言

葉を使うようにしてます。

加須屋　元はあるんだけどそれが限定されないと

いうか。

森末　どこにでもいけるような、交換可能な。

加須屋　それには、日常的にどこにいっても身近

な、ある程度の同時代性とか同じ文化を共有して

いるものにとっての共感みたいな、共感をベース

に驚きが、っていうことかなと思って。さっきオ

ランダで、海外で日本じゃない場所でお見せになっ

たこともありますよね。その時の反応がまた違う

のかなと思ったりするんですけど。彼らにとって

身近かどうかの違いと、反応も違うかもしれない。

どうでした、オランダで見せはったとき。

森末　そうですね、ヘチマのたわしなんですけど、

それに糸をちょっと、アップの画像がないんです

けど、糸掛けていって

加須屋　どうやって作ったんですか？

森末　ヘチマたわしの表面に刺繍糸を何色も使っ

て編み込んで、なんていうんですかね、引っ掛け

ていくんですけど、

加須屋　それが 2013 年か。日本現代美術展みた

いなやつ。

森末　ああ、そんな感じですね、そうですね。こ

れを海外に出品したときに、ヘチマたわし自体が

あんまり認知されていなかったみたいで、

加須屋　向こうにヘチマってないんですか？

森末　一応調べて、あるのはあるっていう話だっ

たんですけど、

加須屋　それをたわしとして知られてない、スポ

ンジっていうか、

森末　日本人ほど知られてなかったという。だか

らそういう日用品を選ぶときにベースとなる知識

とかがやっぱり必要だなっていうふうに思いまし

た。

加須屋　これについて質問が多かった？

森末　ヘチマたわしの作り方についての質問が来

て、作品じゃなくて。

加須屋　ヘチマたわしってヘチマを繊維だけにす

るんでしたっけ。

森末　そうですね。

加須屋　普通はそれを、たわしとして使うんだけ

ど、森末さんヘチマたわしは売ってるもの？　自

分で作ったんですか？

森末　作ってなくて、それは既製品です。

加須屋　そこに刺繍糸で、ヘチマの元の

森末　表面を再現していく

加須屋　ごつごつしたやつをずっとなぞっていく

森末　そうですね

加須屋　パッと見ヘチマが置いてあるかなあと思

うけど、よく見ると刺繍してあるっていう。さっ

きも、枯葉、葉っぱとかも同じなんですね

森末　葉脈を残して

加須屋　これは葉脈になった既製品を使うんです

ね。

森末　葉脈、スケスケの葉脈って実験とかでも作

れますよね。最初自分で作ってみたんですけど、

やっぱりなんか違うなあと思って、既製品を使っ

ています。それを糸で縫う、刺繍していって、葉っ

ぱの模様や肉厚をつけていくっていう。

加須屋　紅葉してたり、ちょっと虫食いがあった

り。

森末　これもさっき言ってたザルとか網とかの感

じで、葉っぱの面になれてないスケスケの葉脈を

自分がこう糸を掛けていくことで面にしていくと

か、そういうようなことも考えています。

加須屋　葉っぱはだからその万国に共通している

んで分かりやすい。

森末　そうですね、そのほうがまだヘチマよりは。

加須屋　ヘチマ自体の説明がいりますもんね。で

も作り方を今聞いても、その細かさというか作業

の時間をかけて作る感覚っていうのはすごく日本

的なものなのかな、と受け取られるんじゃないか

なと思います。

森末　そうですね、やっぱり細かさっていうのは

結構パッと入ってくるものなので、でもそれがメ

インかと言われると私としてはそうでもないので、

そういうところはちょっと気をつけていかないと

なとは思ってます。

加須屋　その細かさ、細かい作業を実際されてい

るわけですけど、そこではなくて、面になりきれ

ていない境界に抜けさせるというか、境界を突き
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抜けるとか、繋げるとか。

森末　そうですね、選んでいるモチーフとか、そ

のやりたいことっていうのが結構ひとつひとつの

集積で大きくなっていくとか。糸を紡いで面にし

ていくとか、そういうような印象のものが多いの

で、結果的に手がすごく込んでるっていう（笑）

加須屋　そういうふうに見えます（笑）そういう

作品は本当に多いです。砂絵の作品にしても本当

に細かい作業を積み重ね・・・本人としてはそこじゃ

ない？

森末　そこを見てもらってもいいけども、そうじゃ

ないとこもあるんですよっていう。

加須屋　そうじゃないところも、それだけじゃな

い。確かにだからすごくシリアスな技術の素晴ら

しさみたいなところを見たいけど、そこではぐら

かされたユーモラスな、ギャップでおもしろいの

かなとか思って、おもしろいっていう言い方はあ

れなんですけど、ユーモアがあるっていうところ

も含めた魅力なんですね。どっちを見たらいいの

かとか、どっちもなんですけど、どちらもに交互

に印象が入れ替わる感じがして。

森末　いいことかどうか分からないんですけど、

作品を作るときにいろんな要素が入っているので、

それを全部とは言わないんですけど、いろんな見

方をしてくれたら嬉しいなとは思います。

加須屋　作られるときもひとつのコンセプトでは

なくて、いろんな要素からの。最近のマイブーム

は毛を引っ張り出すことと仰ってました

森末　そうですね、さっきやってたようなレース

カーテンの穴から、そういう作品を今作ったりし

てます。

加須屋　それはやっぱりどっちが上でどっちが下

か分からなくなるみたいな

森末　前後関係がハッキリしなくなってくるとこ

ろがおもしろいなと思って

加須屋　やりすぎても逆転しちゃうから、逆転す

るのではなくて途中で止める

森末　はい。

加須屋　今回日常の中のドラマっていう展覧会の

中で選ばれておられて、タイトル見たときになる

ほどなーと思ったんですけど、ご自分ではどうい

うふうに

森末　単純に日常的なものを使っているというこ

ともあるし、いろんな作品を通して思っているこ

とのひとつの中に、ものを見たときに、どうなっ

てんのかなみたいな勘違いとか、見間違いとか、

ハッキリしない状態、分からんけどこうなってる

んかなっていうような状態を長く保持したいって

いう思いがあって。そういう意味では日常の中の

ドラマ、ドラマとまではいかないけどちょっと違

う日常過ぎない、ちょっと違う部分。

加須屋　ちょっと違う。すごく違うとか、ドラマ

チックな「おお！」っていう驚きじゃなくて、や

やの違和感が長く続く。

森末　頭の中で一瞬に処理されてしまうことだと

思うんですけど、それはやっぱり人間の賢さから

きてると思うんですけど、それを取っ払ってもの

を見たいというか

加須屋　見慣れたものとか、これはこういうふう

に使うものとかっていうようなことは経験をもっ

て見るわけですけども、それはなんか違うもの

森末　経験とかそういう頭を通していくこともそ

うですし、頭を通さないで反射的に分かってしま

うようなことってあると思うんですけど。

加須屋　例えば何 ?

森末　藪の中を歩いててガサッと音がしたらビ

クッとして身構える、みたいな。ちょっと違うか

もしれないんですけど。危険を察知する本能的な

部分とか、なんかそういうのがあるらしいんです

よ。

加須屋　アフォーダンスというのかな。

森末　脳を通す前に体が反射的に動くような、そ

ういうものはたぶん、人間が賢い故に持ってしまっ

てると思うんですけど、

加須屋　じゃあそれを自分の意思で外そうと思っ

ても難しい

森末　そうですね。でもそれをなくすと、なんか

もっとものが違う見方ができるんじゃないかって

思っています。

加須屋　それでいろんなあの手この手でそこを外

せたらいいんじゃないかと。みなさんは外された

んでしょうかね。ご覧になった方からの感想とか

も聞いてみたらどうでしょうか。

（会場からの質問）

観客１　加須屋さんにひとつと、森末さんにひと

つずつ質問なんですけど、加須屋さんと森末さん

は大学では先生と生徒の関係だったんでしょうか。

加須屋　私が 2008 年から京芸に来させていただ

いたので、重なってはいるんですけど、でも

森末　２、３日ぐらいの授業をされてたんです

加 須 屋　 集 中 講 義 を さ せ て い た だ い た の で、

2008 年は特に前期は私も展覧会を抱えて担当展

持ちながらだったので。

森末　その時に参加だけして結局提出物とかも出

さずに（笑）単位取ってないんですけど、すみま

せん。

加須屋　ギャラリーにみんなで行ってみよう！と

か、大山崎に行ったり。

森末　あ、そうですね。あんまりそんなに

加須屋　そうですね、私は芸術学で、授業取って

いただいたらもしかしたら重なるかもしれないけ

れども、修了審査も別に関らなかったよね。その

年の作品展で、こんな作品を作る方がいらっしゃ

るんだと驚きの目を持って見たみたいな感じです。

観客１　感覚的にはキュレーターとアーティスト

の関係っていうので

加須屋　そうですね、その後にいろいろ見せてい

ただいて、ギャラリー・@KCUA の「転置」って

いう展覧会をするときに声をかけた、そうした関

係の延長で今日この場に呼んでいただいたのかな

と思っているんです

観客１　師弟関係なのかなと

加須屋　先生は、たぶん木村秀樹先生？

森末　版画専攻だったので、実技の先生はそちら

で。

加須屋　考え方とかもすごいきっと影響を受けた

のかなと、まあ影響まで言わなくてもたまに似て

いるところがあるんじゃないかなと思います。

観客１　ありがとうございます。森末さんに質問

は、作品を作るときに「こういうものが作りたい」

網状のイメージがあるからこう突き抜けさせたい

というのがあったとして、作業工程ていうのがあ

りますよね。で、制作・完成があると思うんです

けども、やるんじゃなかったっていうのは、二度

とやりたくないみたいな、イメージと作業がすご

く乖離してたような大変なものってございました

か？

森末　そうですね、レース編みの作品は時間がか　　　　　　　　　　　　　　加須屋　明子さん

ハッキリしないを長く
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かりすぎて、最初の思いがちょっと薄れてきてし

まって（笑）

加須屋　突き抜けるところがね、少ないから。

森末　一瞬で終わるから。ほかのところも時間が

かかりすぎて、とか、そういうのもありますけどね。

観客１　テーブル全部覆われた奈良での展示の作

品なんかを見ると本当に周りの部分がすごく大変

そうだなっていうのと、割れ物なので、気を使う

こともすごく大変そうだなと思ったんですけれど

も。

森末　そうですね。でもできると思ったら苦では

ないんですけど、これはちょっとできないかもし

れないっていうやつは、物理的にちょっと私の技

術では無理かなっていうやつは、早々に諦めたり

たりとかもしてるんですけど。

観客１　未完成がある

森末　そうですね。

観客２　作品の前に、お二人に。現在の仕事なん

ですけど、どういうことをされているんですか？

森末　私は作品とはあんま関係なくパソコン使っ

たりする仕事を。

観客２　仕事しながらも作品作ってる感じで

森末　はい、そうですね。

観客２　加須屋さんは学校の先生、大学の

加須屋　私は京芸で美学・芸術学を教えています。

総合芸術学科でゼミを持ったり全体向けに授業を

持ったりさせていただいてるのと、出身が兵庫県

たつの市で、そこで 2011 年から龍野アートプロ

ジェクトっていうのが始まりまして、規模はそん

な大きくないんですけど、城下町を利用した展示っ

ていうのを毎年秋に実施していて、そちらにも関っ

ています。

観客２　作品は作らないんですか？

加須屋　私は全然、理論のほうなので見てそれに

ついてテキストを書いたりする、キュレーション

の側です。

観客２　森末さん、作品がね、題名のない作品が

あって。

森末　題名はだいたいそのままで、これやったら

「葉」とかそういう

観客２　実際には作品には書いてないわけやね、

これ「葉」ですとか

森末　一応タイトルはあるんですけど、

観客２　タイトルは一応ある

森末　でも「ざる」とか「テーブルクロス」とか

そういう感じですね。

観客２　見た感じがやっぱりね、日常的な物なん

やけど、無機質な感じがする。その辺はすごく狙っ

てるかそうではないか

森末　手作業なんですけど、あんまり手跡を残さ

ないようにしたくて、だから嬉しいです、その感

想は。

観客３　刺繍の作品っていうのが、いくつか見せ

ていただきましたけれども、ザルとか茶漉しとか

ね、だいたい丸い感じがするものが多いですよね。

それで質問と思ったのは、昔っていうか今もそう

かな、刺繍をするときの枠みたいなのってね、丸

いんですよね、布をピンと張って使うと思うんで

すけれども、美術作品に糸を使ったりとか、使っ

て作品を作ろうと思うよりも前に、何か刺繍とい

うものをやっておられたりとかされたことってい

うのはあるんですか。

森末　手芸とかは嫌いではないんですけど、レー

ス編みとかだったら今回初めてというか作品を制

作するにあたって本とかで習得したもので、刺繍

はそんなに、刺繍もそうですね、初めてという感

じですね。

観客３　じゃ作品を作るためにそういう技法とい

うか手法を身につけられたという感じですか。

森末　はい。
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